
のだ砂まつり ………………………………………………… 2～3のだ砂まつり ………………………………………………… 2～3

フェニックスフェニックス岩手を制す、中総体で柔道部が活躍、森と海を岩手を制す、中総体で柔道部が活躍、森と海を

つなぎ豊かな環境を、管内つなぎ豊かな環境を、管内４市町村で雇用機会を拡大市町村で雇用機会を拡大 … 4～9… 4～9

広報 8 月号No.437
平成21（2009）年

○ホームページホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp　http://www.vill.noda.iwate.jp
○Ｅメーメール　soumu@vill.noda.iwate.jpル　soumu@vill.noda.iwate.jp
○ホームページ　http://www.vill.noda.iwate.jp
○Ｅメール　soumu@vill.noda.iwate.jp

のだ砂まつり ………………………………………………… 2～3

フェニックス岩手を制す、中総体で柔道部が活躍、森と海を

つなぎ豊かな環境を、管内４市町村で雇用機会を拡大 … 4～9

生涯学習コーナー ………………………………………… 10～11生涯学習コーナー ………………………………………… 10～11

むらから、わが家で１歳になったよ、むらから、わが家で１歳になったよ、のだんちゅのだんちゅ …… 1 …… 12～1～15

情報ステーション ………………………………………… 1情報ステーション ………………………………………… 16～1～17

生涯学習コーナー ………………………………………… 10～11

むらから、わが家で１歳になったよ、のだんちゅ …… 12～15

情報ステーション ………………………………………… 16～17

主
な
内
容



お台場のガンダム   十府ヶ浦に現る  ことぶき荘
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潮
の
香
り
が
す
る
。
繰
り
返

す
波
の
音
が
心
地
よ
い
―
。

　

の
だ
砂
ま
つ
り
（
実
行
委
主

催
）
は
１
―
２
日
、
野
田
村
の

十
府
ヶ
浦
海
岸
で
開
か
れ
、
村

内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
な
ど
が

訪
れ
、
砂
の
造
形
が
並
ぶ
浜
辺

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
海
水
プ
ー
ル

で
海
水
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

砂
の
造
形
は
新
幹
線
や
小
正

月
行
事
「
な
も
み
」、
風
車
な

ど
６
作
品
。
中
に
は
ア
ニ
メ
の

機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
の
像
も
あ

り
、
訪
れ
る
人
の
目
を
引
い
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
玉
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
人
気
も
上
々
。
家
族
連
れ

ら
は
波
の
音
を
聞
き
、
潮
風
を

浴
び
な
が
ら
同
村
産
「
南
部
福

来
豚
」
や
肉
厚
の
ホ
タ
テ
を
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
張
っ
て
い
ま

し
た
。

　

盛
岡
市
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
24

人
は
同
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
来

場
し
、
地
引
網
体
験
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ホ
タ
テ
釣
り
は
子
ど
も
ら
に

人
気
で
、
祖
母
と
訪
れ
た
久
慈

市
の
小
学
３
年
生
吹
上
寧
音
さ

ん
は
「
プ
ー
ル
や
ホ
タ
テ
釣
り

は
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
来
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
満
足
し
た
様
子

で
し
た
。

の
だ
砂
ま
つ
り

ふ

ね　

お

く

第25回第25回第25回



新幹線 野田村役場

なもみ 久慈工業高校建設環境科インテリアコース

風車 ＪＡ新いわて久慈地域青年部南支部

天高くかけるユニコーン
　　　　　　   野田キッズセンター

Earth dust box
　　　　野田村商工会青年部

見
事
に
ホ
タ
テ
を
釣
り
上
げ
ま
し
た

海
水
プ
ー
ル
で
安
全
な
水
泳
を

楽
し
み
ま
し
た

　

25
年
目
の
砂
ま
つ
り
は
、
感

謝
の
意
味
を
込
め
て
、
十
府
ヶ

浦
の
ご
み
拾
い
に
協
力
し
た
人

に
は
、
村
の
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。

　

若
い
女
性
や
子
ど
も
ら
の
多

く
は
、
協
力
し
て
十
府
ヶ
浦
の

環
境
を
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
コ
ー
ト
も
設

置
し
、
砂
浜
で
足
元
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
元
気
な
プ
レ
ー
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
塩
づ
く
り
体
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た

験
も
好
評
で
す
。
村
の
有
志
ら

が
海
水
を
く
み
上
げ
、
薪
で
火

を
焚
く
昔
な
が
ら
の
”直
煮
製

法
“
で
の
だ
塩
を
一
晩
中
つ
く

り
続
け
ま
し
た
。

　
「
十
府
ヶ
浦
の
湯
」
と
い
う
の

れ
ん
が
掛
け
ら
れ
た
五
右
衛
門

風
呂
が
初
登
場
。
若
い
人
た
ち

を
中
心
に
海
水
浴
で
冷
え
た
体

を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
、
か
が
り
火
が

と
も
さ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気
が

醸
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
人
気
の

花
火
大
会
は
、
花
火
予
算
も
前

年
比
２
割
増
し
で
、
海
に
映
る

光
景
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
人

が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　　　　　

岩
手
を
制
す

あ
き
ら
め
な
い
野
球
で

　　　　　　　　　　　

逆
転
初
Ｖ

三
陸
学
童
野
球
で

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
初
Ｖ

　

第
27
回
岩
手
日
報
杯
三
陸
海

岸
学
童
軟
式
野
球
大
会
兼
第
15

回
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
県
学

童
大
会
（
釜
石
市
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
協
会
、
岩
手
日
報
社

主
催
、
県
野
球
協
会
、
日
本
マ

ク
ド
ナ
ル
ド
共
催
）
最
終
日
は

７
月
27
日
、
釜
石
市
の
平
田
運

動
公
園
球
場
で
準
決
勝
、
決
勝

を
行
い
、
決
勝
は
野
田
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
（
九
戸
郡
）
が
大
船
渡

ス
ポ
少
（
大
船
渡
市
）
を
７
―

４
で
下
し
、
初
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
１
―

４
で
追
う
五
回
、
中
村
隼
斗

（
野
田
小
6
年
）
の
右
中
間
二

塁
打
な
ど
で
4
点
を
奪
い
逆
転

し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
選
手
に
は
決
勝
で
2

三
塁
打
な
ど
の
活
躍
を
見
せ
た

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
種
綿
勇

人
主
将
（
野
田
小
6
年
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
敢
闘
賞
に
は
田

中
太
一
、
最
優
秀
監
督
賞
に
は

晴
山
太
監
督
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

勝
利
へ
の
執
念
実
る

　

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
気

持
ち
が
勝
利
を
呼
び
込
み
ま
す
。

　

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
序
盤

に
リ
ー
ド
を
許
し
た
も
の
の
、

５
回
で
一
気
に
逆
転
し
て
初
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

１
―
４
で
迎
え
た
５
回
に
反

撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
打
や

盗
塁
で
塁
を
進
め
、
４
番
の
種

綿
勇
人
主
将
（
野
田
小
６
年
）

の
左
中
間
三
塁
打
で
同
点
。
さ

ら
に
２
死
３
塁
で
、
中
村
隼
人

（
同
）
が
右
中
間
二
塁
打
を
放

ち
逆
転
し
ま
し
た
。

　

６
回
か
ら
は
守
備
も
踏
ん
張

り
ま
し
た
。
エ
ー
ス
の
谷
地
龍

樹
（
同
）
が
、
無
失
点
で
抑
え

て
追
い
上
げ
を
許
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

優
勝
旗
を
手
に
凱
旋
し
た
同

チ
ー
ム
は
、
こ
の
ほ
ど
役
場
を

訪
れ
小
田
祐
士
村
長
に
戦
勝
報

告
。
真
紅
の
優
勝
旗
を
披
露
し

役
場
職
員
ら
大
勢
の
祝
福
を
受

け
ま
し
た
。

ふ
と
し

▽
決
勝　

　

大
船
渡
ス
ポ
少

　
　

１
０
１
１
１
０
０　

４

　
　

１
０
０
０
４
２
×　

７

　

野
田
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
　

菊
地
、
大
道
、
谷
地
―
種
綿

▽
３
塁
打　

中
村
興
、
種
綿
２

▽
２
塁
打　

谷
地
、
中
村
隼

Ｐ　

Ｈ　

Ｏ　

Ｅ　

Ｎ　

Ｉ　

Ｘ

へ
い　

た

ゆ
う

た
つ

き

－

と



間
明　

渉
＝
50
㌔
級
優
勝（
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

米
田

川
﨑
聖
人
＝
66
㌔
級
準
優
勝（
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
年　

玉
川

谷
地
瑛
太
朗
＝
60
㌔
級
ベ
ス
ト
４（
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年　

上
泉
沢

佐
々
木
楓
芙
紀
＝
44
㌔
級
優
勝（
県
）

同
準
優
勝（
東
北
）

３
年　

北
区　

　

第
56
回
中
学
校
総
体
柔
道
競

技
が
７
月
18
日
か
ら
久
慈
市
民

体
育
館
で
行
わ
れ
、
野
田
中
学

校
（
三
船
俊
光
校
長
、
生
徒
１

６
４
人
）
の
柔
道
部
が
男
子
団

体
で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

個
人
で
も
、
男
子
50
㌔
級
の

間
明
渉
く
ん
、
女
子
44
㌔
級
で

佐
々
木
楓
芙
紀
さ
ん
が
優
勝
の

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
は
２
年
連
続
の
快
挙
で
す
。

男
子
60
㌔
級
の
谷
地
瑛
太
朗
く

ん
が
ベ
ス
ト
４
、
同
66
㌔
級
の

川
﨑
聖
人
く
ん
が
準
優
勝
と
活

躍
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
８
月
22
日

か
ら
沖
縄
県
で
開
か
れ
る
全
国

中
学
校
柔
道
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

　

東
北
中
学
校
体
育
大
会
は
９

日
、
岩
手
県
営
武
道
館
で
開
か

れ
、
女
子
個
人
44
㌔
級
で
佐
々

木
楓
芙
紀
さ
ん
が
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

　

佐
藤
勝
彦
男
子
監
督
は
「
今

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
を

精
一
杯
出
し
切
る
柔
道
を
み
ん

な
で
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
闘

志
を
燃
や
し
、
厳
し
い
練
習
に

激
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
。

　

野
田
中
３
年
の
佐
々
木
楓
芙

紀
さ
ん
＝
北
区
＝
は
こ
の
ほ
ど
、

久
慈
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
た

県
中
学
校
総
体
の
柔
道
女
子
個

人
44
㌔
級
で
２
年
連
続
２
度
目

の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
岩
手

県
営
武
道
館
で
開
か
れ
た
東
北

中
学
校
体
育
大
会
で
も
準
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
３
つ
年
上
の
姉
が
や
っ
て

い
た
柔
道
を
見
て
い
て
興
味
を

持
っ
た
」
の
が
き
っ
か
け
。
小

学
１
年
生
か
ら
直
心
館
＝
野
田

村
＝
に
入
門
し
ま
し
た
。

　

県
中
総
体
準
決
勝
で
は
因
縁

の
ラ
イ
バ
ル
が
出
場
。「
自
分

で
は
負
け
た
と
思
っ
た
」
と
い

う
ほ
ど
薄
氷
の
勝
利
。
”き
ん

差
“
の
判
定
勝
ち
で
弾
み
が
つ

き
ま
し
た
。「
決
勝
は
緊
張
し

た
」
が
横
四
方
固
め
で
１
本
勝

ち
。
見
事
２
年
連
続
２
度
目
の

優
勝
を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。

　
「
地
区
大
会
決
勝
で
負
け
た

の
が
、す
ご
く
く
や
し
か
っ
た
」

と
、
絶
望
的
に
な
り
泣
き
腫
ら

野田中が準Ｖ
県中総体 柔道男子団体

す
ほ
ど
負
け
ず
嫌
い
な
性
格
が

う
か
が
え
ま
す
。
県
大
会
で
は

「
く
や
し
さ
を
バ
ネ
に
挑
ん
だ
」

と
見
事
屈
辱
を
晴
ら
し
ま
し
た
。

　
「
母
や
周
り
の
人
か
ら
減
量

を
気
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
精
神
的
な
支
え
が
大
き

い
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は「
一
戦
、一
戦
、

自
分
の
柔
道
を
し
た
い
」
と
熱

い
闘
志
を
見
せ
ま
し
た
。
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屈辱を晴らし２年連続のＶ

ZOOM  UP  2009
○注目の人、話題の人

Ｆ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
・
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ

ふ　

ぶ

き

県中総体男子団体で準優勝した野田中柔道部の（前列
左から）廣﨑修輔、谷地瑛太朗、岩山恭平（後列左か
ら）川﨑聖人、種綿一人、小野翔也、中野経清

東
北
大
会
は

佐
々
木
が

準
Ｖ

ふ　

ぶ　

き

え
い　

た　

ろ
う

し
ょ
う

し
ゅ
う　
と



サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
放
流

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
放
流

す
る
子
ど
も
た
ち

す
る
子
ど
も
た
ち

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
放
流

す
る
子
ど
も
た
ち

　

安
家
川
流
域
環
境
保
全
推
進

協
議
会
（
会
長
・
島
川
良
彦
下

安
家
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
）

が
主
催
す
る
「
森
と
海
を
つ
な

ぐ
環
境
保
全
事
業
」
は
、
野
田

小
や
安
家
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
、本
村
と
岩
泉
町
の
農
林
・

漁
業
関
係
者
な
ど
約
50
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
安
家
小
学
校
旧
川
口

分
校
付
近
の
浅
瀬
か
ら
、
約
１

万
尾
の
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を

放
流
し
ま
し
た
。
放
た
れ
た
稚

魚
は
徐
々
に
安
家
川
の
流
れ
に

慣
れ
る
と
、
清
流
の
中
に
少
し

ず
つ
姿
を
消
し
て
い
き
、
子
ど

も
た
ち
は
そ
の
様
子
を
じ
っ
と

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

放
流
に
続
き
、
環
境
の
お
話

し
会
で
す
。
岩
手
県
環
境
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
泉
山
博
直
さ
ん
が

「
川
と
親
し
ん
で
、
清
流
を
守

る
た
め
の
手
助
け
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
、
森
・
川
・

海
の
つ
な
が
り
や
、
い
つ
ま
で
も

安
家
川
を
後
世
に
残
す
こ
と
が

水
の
安
定
供
給
、
土
砂
流
出
防

止
、
生
態
系
の
保
全
に
は
欠
か

せ
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。
き

れ
い
な
川
に
し
か
生
息
し
な
い

カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
の
生
態
の
話

で
は
、
児
童
ら
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
、
場
所
を
半
城
子
地
区

の
山
林
に
移
し
、
育
樹
活
動
で

す
。
５
年
前
に
植
樹
し
た
ブ
ナ

や
コ
ナ
ラ
周
辺
の
下
草
を
刈
り

取
り
ま
し
た
。
枝
打
ち
作
業
で

は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

も
高
枝
の
こ
ぎ
り
を
使
い
、
ス

ギ
や
ア
カ
マ
ツ
の
枝
を
次
々
と

切
り
落
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
す
っ
か
り
お
腹
が

減
っ
た
様
子
で
す
。
同
川
口
分

校
に
戻
り
、
準
備
し
て
い
た
焼

肉
と
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
り
な

が
ら
関
係
者
ら
と
楽
し
い
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
安
家
川
流
域
の

河
川
清
掃
で
す
。
参
加
者
は
、

同
分
校
か
ら
放
流
場
所
ま
で
の

ご
み
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
安
家
川
流
域

の
住
民
や
農
林
・
漁
業
団
体
な

ど
を
構
成
員
と
し
て
平
成
15
年

に
設
立
し
ま
し
た
。
毎
年
、
河

川
清
掃
や
稚
魚
の
放
流
、植
樹
・

育
樹
活
動
を
行
う
な
ど
、
森
と

川
と
海
を
つ
な
ぐ
体
験
を
通
じ

て
、
豊
か
な
環
境
を
守
る
取
り

組
み
を
学
ん
で
い
ま
す
。
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森
と
海
を
つ
な
ぎ

森
と
海
を
つ
な
ぎ

　　

豊
か
な
環
境
を

　　

豊
か
な
環
境
を

森
と
海
を
つ
な
ぎ

　　

豊
か
な
環
境
を

　岩泉町を水源、野田村を河口部とし、自然そのままの姿を残す全長
27.9キロメートルの原始の川「安家川」。この川の流域住民らが稚魚
放流や森林保全活動など、森や川を守り育てることを目的とした「森
と海をつなぐ環境保全事業」は７月26日、夏の強い日差しが降り注ぐ
岩泉町内の安家川流域で開かれました。

～ 清流安家川を守る ～



雇用奨励補助金制度の創設を決めた久慈広域行政研究会

雇用機会を拡大する協定の締結後に握手する
（左から）深渡宏普代村長、小田祐士野田村長、
水上信宏洋野町長、山内隆文久慈市長

　

雇
用
機
会
の
拡
大
に
関
す
る

調
印
式
は
７
月
27
日
、
久
慈
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
慈
、

洋
野
、
野
田
、
普
代
の
久
慈
地

域
４
市
町
村
は
、
企
業
が
新
規

立
地
や
工
場
の
増
設
を
し
た
場

合
、
管
内
ど
の
市
町
村
か
ら
人

材
を
雇
用
し
て
も
企
業
に
補
助

金
を
交
付
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

管
内
４
市
町
村
の
首
長
ら
で

組
織
す
る
久
慈
広
域
行
政
研
究

会
（
代
表
・
小
田
祐
士
野
田
村

長
）
が
検
討
を
重
ね
て
い
た
も

の
で
、
７
月
13
日
、
野
田
村
役
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雇用機会を拡大
　する協定を締結

久慈地域４市町村

場
で
開
か
れ
た
同
研
究
会
で
、

首
長
4
人
が
合
意
し
て
い
た
も

の
で
す
。
１
日
か
ら
実
施
し
ま

し
た
。

　

同
代
表
の
小
田
村
長
は
「
今

回
の
調
印
は
、
研
究
会
設
立
後

初
の
成
果
。
今
後
も
広
域
連
携

に
よ
る
可
能
性
を
探
り
、
住
民

の
福
祉
向
上
と
地
域
活
性
化
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
補
助
金
は
す
で
に
久
慈
市

と
洋
野
町
が
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
他
市
町
村
の

在
住
者
分
は
交
付
し
て
い
ま
せ

ん
。
自
治
体
が
市
町
村
の
垣
根

を
越
え
て
企
業
支
援
に
取
り
組

む
の
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
地

域
一
丸
と
な
っ
た
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。

　

交
付
す
る
の
は
、
6
カ
月
以

上
の
新
規
雇
用
1
人
に
つ
き
5

万
円
以
内
を
企
業
に
支
援
す
る

雇
用
奨
励
補
助
金
。
８
月
か
ら

は
雇
用
者
が
住
む
自
治
体
が
負

担
す
る
形
で
支
援
し
ま
す
。

　

久
慈
地
域
の
5
月
の
有
効
求

人
倍
率
は
県
平
均
を
下
回
る

0
・
26
倍
。
景
気
低
迷
が
続
く

中
、
企
業
誘
致
に
も
閉
塞
感
が

あ
り
ま
す
。
今
回
の
補
助
金
は

住
民
の
雇
用
機
会
拡
大
に
加
え
、

広
域
で
の
企
業
誘
致
に
つ
な
げ

る
の
が
狙
い
で
す
。



カワシンジュガイを放流する子ども

安全運転と道路利用のＰＲを行う村交通安全母の会のメンバー

映像で津波発生の仕組みや被害の大きさを学ぶ児童
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リフレッシュして安全運転を
夏の交通事故防止県民運動

　野田村地域安全協議会（会長・小田祐士村長）は10
日、観光物産館ぱあぷるの駐車場で、夏の交通安全リ
フレッシュ作戦を行いました。
　同協議会の会員ら約20人が参加し、ドライバーに地
元産のホウレンソウや乾燥昆布、啓発チラシなどを配
布しました。「お盆期間中は、飲酒の機会や交通量が
増えます。休憩を取りながら、安全運転をお願いしま
す」と交通安全を訴えました。
　同日は「道の日」でもあり、村地域整備課の職員が
道路利用について、 ＰＲを行いました。

３次元映像で津波を学ぶ
野田小で津波出前講座

　津波発生の仕組みや避難方法などを学び、防災意
識の高揚につなげる津波出前講座（久慈地方振興局
土木部主催）はこのほど、野田小学校（沢里優子校長、
児童230人）で開かれました。５、６年生83人が参加。同
振興局土木部職員が、2004年に発生したスマトラ島沖
地震と津波の映像などを使用し、地震発生の仕組みや
被害の大きさを３次元（3D）映像を交えて解説しました。
　佐々木玲奈さん（５年）は「村は津波がきやすい。
真剣に避難訓練をして、いつ津波が来ても逃げられる
ようにしたい」と気を引き締めました。

元気に育て清流のシンボル
カワシンジュガイ放流会

　下明内地区の農業用水路でこのほど、カワシンジュガイの放流会
が開かれ、参加した地元の子供ら約50人が自然豊かな環境の構築と、
貝の順調な生育を願いました。
　昨年９月、県が約350㍍の農業用水路の改修工事を始めた際、
311個の貝を発見。工事の間、上流の養魚池に移していましたが今
年５月、用水路が完成したため元の場所に戻すことになりました。
　この日は、県職員が貝の生態などを説明。参加者が90個の貝を
川底に放しました。野田小６年の中村亮磨くんは「カワシンジュガ
イの放流は初めてやった。きれいな川を大事に守っていきたい」と
誓っていました。今後は定着率を見ながら、残りの貝を放流します。

りょう　ま



ホタテを次々と釣り上げた浅川中学校の生徒

達増知事（左）に重点事項要望書を提出する小田祐士村長

村の歴史を語る会で整備した野田家歴代の墓
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漁船クルーズやホタテを満喫
浅川中学校が宿泊学習

　福島県の浅川町立浅川中学校（佐藤俊久校長、生徒222人）
の１年生72人は７月30日、歴史文学探訪宿泊学習で初めて野
田村を訪れました。
　同校の生徒らが野田港に到着すると、出迎えた小田村長や
大﨑英雄教育長らが歓迎。ホタテ釣りや焼きホタテを試食した
ほか約10分ほどの漁船クルーズを体験し、船のスリルに興奮し
た様子でした。同校の鈴木沙也佳さんは「上下にゆれたけど、
楽しかった。また乗ってみたい」と笑顔を見せました。
　同校の生徒らは、マリンローズ野田玉川を見学後、国民宿
舎えぼし荘に宿泊しました。

津波対策など７項目を県に要望
達増知事へ重点事項を要望

　村と村議会は７月28日、久慈地区合同庁舎で村が抱える
特に重要な課題を、達増拓也岩手県知事に直接要望しました。
　要望には、小田祐士村長、岩岡吉比古村議会議長をはじ
め村関係者12人と、嵯峨壱朗県議会議員が出席し、７項目
の早期実現を要望しました。主な重点事項は次のとおりです。
　①洪水による宇部川からの流入防止②十府ヶ浦海岸の砂
浜の侵食対策と野田玉川海岸の崩落防止③主要地方道野田
山形線の整備促進④野田湾や下安家地区の津波・高潮対
策⑤野田・玉川・下安家漁港の施設整備⑥久慈工業高校
の募集定員確保

野田家歴代の墓地を整備
「野田丹後玉造」百回忌法要は9月20日

　村の歴史を語る会（久慈竹蔵会長）は９月20日、幕
末期の盛岡藩家老で同村の領主だった野田丹後玉造
の百回忌法要を行います。「野田の殿様」と呼ばれる
先人の遺徳をしのび、村民に地域史を見つめ直しても
らうのが狙いです。
　野田家歴代墓地周辺の整備が完了した７日、海蔵院
の福盛田住職による入魂を行い、同会員７人が参列し
ました。同会員は、天候に恵まれない中を１カ月ほどか
けて、傾いた墓石や風雨などで土が流れ出ていた周辺
を新たに石垣を積むなど、きれいに整備しました。

たん　ご　たま　つくり



学習コーナー

〝
じ
ゃ
っ
こ
〞を
追
い
込
む
子
ど
も
た
ち
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Q　野田村の第一印象は？

　　　とても美しいところですね。野田のみなさん
はとても親切で優しいです。道路が狭くて驚きまし
たが、野田での暮らしを楽しみたいと思います。

Q　日本は初めてですか？日本以外に行ったこと

　　　のある国はどこですか？

　日本は初めてなので、ここにいることがとても嬉
しいです。これまで、オーストラリア、アメリカ、
ハワイに行ったことがありますが、日本が一番好き
です。

Q　日本に来る前は、何をしていましたか？

　　　ニュージーランドの大学でコミュニケーショ
ンと情報学を学びました。卒業後、ニュージーラン
ドの首都ウェリントンの会社で働いたり、CDショ
ップでアルバイトをしていました。

Q　将来の夢は？

　　　日本語を学ぶことです。世界を旅して、様々
な文化にも触れたいです。

Q　日本で挑戦したいことは？

　　　たくさんあります、特に名所を訪れたり、日
本の伝統文化を学びたいです。一番の挑戦は、日本
の食事です。好きな日本食はたくさんありますが、
これまでに食べたことのないタコなどの刺身にも挑
戦したいです。

Q　野田村の子どもたちに一言

　　　みんなに会うのを楽しみにしています。野田
の子ども達はやさしいので、私を見かけたら、「ハ
ロー」や「こんにちは」と声をかけてくださいね。
話ができたら嬉しいです。

　ジェマ・クラークさんの後任で外国語指導助手のロビ
ンソン・ジョージア・ローレンさん（22）＝ニュージー
ランド出身＝が７月27日、村教育委員会に着任しました。

ジョージアさ
ん着任

　のだ悠ＹОＵチャレンジクラブの「ＧＯ！ＧＯ！キャンプ!!!」
は８月５-６日、二戸市県北青少年の家などで行われ、小学生31
人が参加しました。
　１日目は、宇部川と明内川で “じゃっこ” （雑魚）すくいです。子
どもたちは、小魚を追い込むための “えんぶり” と呼ばれる長い棒
で、弓網の中に追い込んでいきます。コツをつかむと、自分たちで
小魚のいそうな場所を見つけ、カジカやヤマメなどを捕りました。
　２日目は、洋野町種市で、カヌーやローボートなどのマリンス
ポーツを体験しました。初めての体験に、歓声を上げて楽しんで
いました。
　同キャンプは、天候にも恵まれ、楽しい夏休みの思い出づくり
になりました。

川で、海で、自然とたわむれた２日間
のだ悠ＹＯＵチャレンジクラブ

涯生



学習コーナー

８年ぶりの優勝を喜ぶ玉川チーム

バ
タ
足
の
基
本
練
習
を
す
る
子
ど
も
た
ち
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【問い合わせ先】 村立図書館  ☎78－2938

LIBRARY
■９月の『おはなし会』
　図書館ボランティアグループ「あっぷっぷ」によ
る読み聞かせの会を開催します。
　このほか、手遊びや歌遊び、折り紙遊びなどもあ
ります。
【日時】９月12日（土） 14：00～
【場所】村生涯学習センター　談話室

■新刊紹介
・『レッドゾーン　上・下』
　　真山　　仁
　「日本を買い叩く」様々
な企業を買収していくフ
ァンドマネージャー・鷲
津の姿とともに、日本社
会の課題を鋭くえぐった
「ハゲタカ」シリーズ。ド
ラマ化されて反響を呼び、本書を原作とした映画も
公開された話題の本です。

　第23回壮年ソフトボール大会（第22回村民体育
大会実施競技）が７月12日、山村広場で開かれ、
村内各地区の９チーム、約140人が参加して行われ
ました。
　２つのブロックに分けて予選リーグが行われ、そ
れぞれ勝ち抜いた上位４チームによる決勝トーナメ
ントが行われました。前年度準優勝の玉川が12対
10で城内上を下し、８年ぶりの優勝を飾りました。

　悠YOUスポーツクラブの水泳教室が７月28-29日
の２日間、村民プールで開かれました。
　小学３年生以上の児童延べ37人が参加し、水泳
を基礎から学びました。バタ足や腕の回し方、息継
ぎのタイミングなどの基本を教わりました。次に、
クロールや背泳ぎなどの泳法の練習です。子どもた
ちは、一人ずつ丁寧な指導を受けたため、２日目には、
全員が水に顔をつけたまま、バタ足ができるように
なりました。

【募集内容】読書感想文、読書標語、読書感想画
【応募資格】村内に在住・在学・在勤する人
　　　　　　※読書標語は中学生以上
【応募方法】各分野一人一点で未発表の作品
　　　　　 村内の小・中・高校生は、各学校を通じ
　　　　　 て応募
【応募期間】平成21年９月１日（火）～
　　　　　 平成22年１月25日（月）
【提 出 先】村教育委員会事務局または村立図書館

図書館だより

玉川が8年ぶり優勝
壮年ソフトボール大会 小学生水泳教室

めきめき上達

作品大募集！

読書感想文等コンクール

涯生



中村佳津美
保健師

アポイの樹風呼ぶまち
こ　かぜ

北
海
道
様
似
町
121121121121122

町
内
の
国
道
を
進
む
ね
ぶ
た

パ
レ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　

　

８
月
31
日
か
ら
９
月
４
日
ま

で
の
5
日
間
、
が
ん
検
診
な
ど

も
併
せ
て
「
特
定
健
診
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
国
保

加
入
者
に
は
「
受
診
券
」
な
ど

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
健
診
は
、
い
わ
ゆ
る
「
メ

タ
ボ
」
に
着
目
し
て
お
り
、
受

診
後
の
保
健
指
導
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
同
健
診
は
、
た

く
さ
ん
の
人
が
受
診
し
て
、
必

要
な
人
に
は
支
援
を
行
い
、「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
型
肥
満
に
よ
る
複
合
生

活
習
慣
病
）」
に
よ
る
医
療
機

関
で
の
受
診
者
を
減
ら
す
の
が

最
大
の
目
的
で
す
。

　

２
年
目
の
同
健
診
に
お
け
る

昨
年
度
の
受
診
者
は
3
2
0
人
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　村と村消防団は地震津波避難訓練を開催します。いつ
発生するかわからない地震や津波に万全の備えをしてお
きましょう。
　訓練開始とともにサイレンを吹鳴し、消防団等による
水門閉鎖等の訓練も行います。避難する際は安全に十分
注意して行動し、可能な限り徒歩で避難しましょう。
■日時　９月６日（日）6：00～ 6：40頃
■対象地区　次の地区のうち、沿岸の津波浸水区域内
　（後日回覧）
　中沢、港、上・中・下新山、城内地区、下泉沢、南浜、
米田、玉川、下安家
■内容
　６：００　地震発生（震度５強）
　　　　　　　火の元を確認し、今後の情報に注意する
　６：０８　大津波警報発令
　　　　　　　沿岸部に避難指示が発令
　　　　　　　津波浸水想定区域内の人は、最寄りの避
　　　　　　難場所（後日回覧）に避難する
　６：４０　訓練終了
　　　　　　　沿岸部の避難指示を解除（帰宅する）
■その他
　当日災害が発生しそうなときは訓練を中止する場合が
あります。
■問い合わせ先　総務課☎78－2111

地震や津波に備えましょう

ア
ポ
イ
の
火
ま
つ
り

で
す
。
こ
の
う
ち
「
メ
タ
ボ
」

ま
た
は
「
メ
タ
ボ
予
備
群
」
は

70
人
を
超
え
ま
す
。
し
か
し
、

指
導
を
受
け
た
人
は
１
割
弱
で

す
。
受
診
者
や
指
導
を
受
け
た

人
数
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

村
は
、
受
診
率
40
％
（
約
６

０
０
人
）
を
今
年
度
の
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
病
気
の
早
期
発

見
と
、
健
康
な
状
態
を
よ
り
継

続
す
る
た
め
に
健
診
を
利
用

し
、
現
在
の
生
活
習
慣
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

　

同
健
診
は
、
39
歳
以
下
や
75

歳
以
上
の
人
の
健
診
、
40
歳
以

上
の
各
種
が
ん
検
診
の
問
診
票

も
併
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
、
積

極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
診
当
日
は
、
確
認
事
項
が

多
い
た
め
受
付
な
ど
で
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
待
ち
時
間
を

少
な
く
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
健
診

を
受
け
る
た
め
、
問
診
票
へ
の

事
前
の
記
入
と
、
進
行
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

健
診
に
行
こ
う
！

　

様
似
町
の
夏
を
彩
る
「
第
39

回
ア
ポ
イ
の
火
ま
つ
り
」が
、８

月
１
日
と
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
ね
ぶ
た
パ
レ
ー
ド

は
、
各
地
区
が
趣
向
を
凝
ら
し

て
作
り
上
げ
た
５
基
の
ね
ぶ
た

を
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

引
い
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
に

は
、
歌
手
の
ジ
ェ
ロ
さ
ん
、
真

木
こ
と
み
さ
ん
ら
が
出
演
。
若

者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
変
な

人
気
ぶ
り
で
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

悪
天
候
が
続
き
農
作
物
の
生

育
が
遅
れ
、
コ
ン
ブ
漁
に
も
出

ら
れ
な
い
日
が
多
い
中
、
火
ま

つ
り
の
２
日
間
は
天
候
が
な
ん

と
か
持
ち
こ
た
え
、
祭
り
を
楽

し
も
う
と
い
う
、
近
年
に
な
い

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

友　好　町　村　だ　よ　り



のの
だ
ん
ち
ゅ

だ
ん
ち
ゅ

―
お
仕
事
は

　

北
日
本
造
船
株
式
会
社
で
す
。

船
体
下
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
部
分
の
溶
接
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
や
け
ど
や
け
が
に
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

買
い
物
な
ど
で
、
よ
く
車
で

八
戸
市
に
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
す
。

イ
カ
釣
り
に
も
行
き
ま
す
よ
。

―
飼
っ
て
い
る
も
の
は

　

雄
犬
の
ゴ
ン
で
す
。 

―
好
き
な
食
べ
物
は

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
す
。
辛
い

も
の
が
好
き
で
す
。

―
自
分
の
性
格
は

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
―
前
向
き
で
積

極
的
か
な
。

―
ほ
し
い
も
の
は
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　児童扶養手当や特別児童扶養手当は、18歳
未満の子どもを扶養する母子家庭のお母さん
や一定の障害のある20歳未満の子どもを養育
し、一定の要件を満たす人に支給されます。
　８月は児童扶養手当の現況届・特別児童扶
養手当の所得状況届を提出する月です。
　受給している人はこれらの手続きをしなけ
れば、それ以後の手当が受けられなくなりま
すので、忘れずに手続きをしましょう。
　届出対象者には８月上旬に用紙を送付して
います。今一度確認をお願いします。
■問い合わせ先　住民福祉課☎78－2927

忘れずに！
児童扶養手当の現況届

　

新
車
が
欲
し
い
で
す
。
ホ
ン

ダ
系
が
い
い
で
す
ね
。

―
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

優
し
い
人
♡
芸
能
人
で
言
え

ば
、
戸
田
恵
梨
香
さ
ん
で
す
。 

―
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は　

　

自
然
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

―
次
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

い
　

坂
本
遼
介
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

〝
新
車
〞
が
欲
し
い
! !

小
野
寺　

政
人
さ
ん

　

―
20
歳
・
門
前
小
路
―

ま
さ
と

の
だ
ん
ち
ゅ野

田
人

Ｎ
О
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｕ

のだ塩生キャラメルの

“サレキャラ”が
　  ５人に当たる！

たんけんクイズ
　先月号の当選者は、米田由希さん（下明内）、前田千晶さん（下泉沢）、
中野愛海さん（上泉沢）、佐藤かんなさん（門前小路）です。おめでと
うございます。

◎
ク
イ
ズ
で
す

問
題

　

観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る
店
内

に
入
り
、
３
つ
の
文
字
を
探
し

並
べ
替
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

言
葉
は
？

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住

所
、
地
区
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
０
２
８ー

８
２
０
１

　

野
田
村
大
字
野
田
20ー

14

　

広
報
の
だ
係
ま
で
。

（
９
月
１
日
締
め
切
り
）

※

イ
ラ
ス
ト
な
ど
自
由
に
お
書

　

き
く
だ
さ
い
。

優菜 ちゃん
（北区）

新山功気さん・麗佳さん　次女

パパ、ママより

笑顔あふれる子に育ってね♡

ゆう　な

新商品

忘れずに！

優菜 ちゃん
（北区）

・麗佳さん　次女

パパ、ママより

る子に育ってね♡

ゆう な
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〜
テ
ー
マ「
葉
月
」〜

短　

歌

お
天
気
を
待
つ
六
才
の
孫
の
声

　
　
　
　
　
　

電
話
の
向
こ
う
で
は
じ
け
る
笑
顔　
　

小
野　
　

満

浴
衣
地
の
模
様
に
も
似
て
朝
顔
は

　
　
　
　
　

ピ
ン
ク
・
あ
い
色
今
朝
も
花
ひ
ら
く　
　

古
山　

静
香

居
す
わ
り
の
梅
雨
に
ヤ
マ
セ
に
罪
は
な
し

　
　
　
　
　

砂
ま
つ
り
遂
い
陽
を
見
ず
じ
ま
い　
　
　

岩
岡　

野
雲

盆
せ
ま
る
草
取
り
日
割
り
ひ
と
所

　
　
　
　
　

ド
ク
ダ
ミ
花
の
白
き
を
残
す　
　
　
　
　
　
　

〃

さ
ま
ざ
ま
の
形
と
ゆ
ら
ぐ
薬
湯
の

　
　
　
　
　

ゆ
げ
に
ひ
と
日
の
安
ら
ぎ
祈
る　
　
　
　

藤
村　

夢
路

梅
雨
の
日
を
す
る
こ
と
も
な
く
民
俗
誌

　
　
　
　
　

手
に
ひ
も
と
け
ど
眠
り
こ
け
ゆ
く　
　
　
　
　

〃

俳　

句

訪
ね
来
し
エ
ホ
バ
信
徒
の
夏
帽
子　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勲

名
ば
か
り
の
番
犬
と
ゐ
る
端
居
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

芦
原
を
縦
横
無
尽
に
青
嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

川　

柳

写
真
見
て
数
え
て
ひ
ね
っ
て
五
七
五
を　
　
　
　
　
　

小
林
セ
ツ
子

図
書
館
投
稿
箱
よ
り

四
つ
葉
は
ね
し
あ
わ
せ
に
な
る
や
さ
し
い
草　
　
　
　

石
井　

か
の

図
書
館
は
本
が
い
っ
ぱ
い
う
れ
し
い
な　
　
　
　
　
　

外
舘　

奈
々

柔
道
い
つ
も
楽
し
く
や
っ
て
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　

種
綿　

茉
由

暑
い
夏
ア
イ
ス
を
食
べ
て
い
い
気
分　
　
　
　
　
　
　

澤
里　

マ
コ

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

◯ナ
涼
し
そ
う
な
洋
服
で
す
ね
♡

中
野
愛
海
さ
ん（
上
泉
沢
・
９
歳
）

◯ナ
か
わ
い
い
花
に
囲
ま
れ
て

　　
楽
し
そ
う
♡

前
田
千
晶
さ
ん（
下
泉
沢
・
９
歳
）

つ　
　

ゆ

は
し　

い

みみ
んん
なな
のの
声声

イイ
ララ
スス
トト
ココ
ーー
ナナ
ーー

◯ナ
か
わ
い
い
仲
良
し
姉
妹
か
な
♡

佐
藤
か
ん
な
さ
ん（
門
前
小
路
・
７
歳
）

◯ナ
お
ち
ゃ
め
な
と
こ
ろ
が
Ｇ
О
Ｏ
Ｄ
♡

米
田
由
希
さ
ん（
下
明
内
・
９
歳
）

年金です

　国民年金を40年間満額納めた場合の老齢基礎年金
は、65歳から受給でき平成21年度現在、年額792,100
円です。この将来の受給額をさらに増やす制度があり
ます。 
　＜付加年金＞ 
　国民年金の１号保険者が加入できます。国民年金保
険料に付加保険料（月額400円）を追加して納付すると、
受け取る際、老齢基礎年金に付加年金が加算します。 
　付加年金額（年額）は200円×納付月数です。２年
間受給すると納付した保険料と同額となります。 
　＜国民年金基金＞ 
　国民年金基金は、ゆとりある老後を過ごすことがで
きるように国民年金に上乗せする公的な個人年金です。 
　加入者は希望する掛け金や受給額に応じて、口数を
選択できます。

■問い合わせ先
　（付加年金）
　二戸社会保険事務所☎0195-23-4111、
　村住民福祉課☎78-2928 
　（国民年金基金）
　岩手県国民年金基金☎0120-65-4192

～年金額をふやしませんか～



このコーナーでは高齢者の生活に関連する

制度や事業などについて紹介していきます。

住民福祉課 ☎78－2927

　
長
寿
を
祝
う
事
業

村は、毎年９月に敬老会を開催するほか、100
歳など節目の年齢到達者に記念品を贈り、高
齢者のこれまでの苦労と功績に敬意を表し、
さらなる長寿を祈っています。今回は長寿を
祝う事業を紹介します。

　村の老人保健福祉計画により実施してい
る介護予防事業に関連して、本年度は２つ
の大きな事業を新規展開しています。
　「住民ボランティア養成講座」は、介護
予防と高齢者への理解を深め、高齢者の健
康づくりを手伝うボランティアとして知識
や技術の向上を目的としています。
　「お達者道場修了生の体力測定会」は、
過去に道場を修了した人たちが、年１回、
自分の身体機能を見つめ直し、継続的な介
護予防を目指すことを目的としています。
　７月30日にはこの２事業を併せて開催し、
総勢35人が参加して介護予防の意義や運動
の大切さを再確認し、これからも「元気で
いきいき人生」を目指すことを誓いました。

続けています！ 介護予防
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祝
品
の
支
給

　

村
に
基
準
日
以
前
一
年
以
上

住
ん
で
い
る
人
で
、
基
準
年
齢

に
到
達
し
た
人
に
、
お
祝
い
と

し
て
野
田
村
共
通
商
品
券
な
ど

を
贈
り
ま
す
。

米
寿

・
基
準
日　

毎
年
９
月
１
日

・
対
象　

年
度
内
に
88
歳
に
到

　

達
す
る
人

・
贈
呈
日　

村
敬
老
会
の
開
催

　

日
・
祝
品　

村
共
通
商
品
券
５
千

　

円
分

白
寿

・
基
準
日　

99
歳
到
達
日

・
対
象　

99
歳
に
到
達
し
た
人

・
祝
品　

村
共
通
商
品
券
１
万

　

円
分
ほ
か
記
念
品

百
寿

・
基
準
日　

１
０
０
歳
到
達
日

・
対
象　

１
０
０
歳
に
到
達
し

　

た
人

・
祝
品　

村
共
通
商
品
券
２
万

　

円
分
ほ
か
記
念
品

敬
老
会
の
開
催

　

長
い
年
月
、
村
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
高
齢
者
に
敬
意
を
表

し
、
長
寿
を
祝
う
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
も
敬
老
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

開
催
は
９
月
19
日
（
土
）
の

予
定
で
す
。
対
象
者
は
75
歳
以

上
の
人
で
す
（
年
度
内
到
達
者

含
む
）。

　

対
象
者
へ
は
、
今
後
、
各
地

区
行
政
連
絡
員
を
通
じ
て
、
案

内
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課

　

☎
78
|
２
９
２
７

⑰

お達者コーナーお達者コーナー

日時　９月19日（土）　午前10：00 ～
場所　野田村体育館
対象　75歳以上

野田村敬老会（予定）



マリンスポーツでＥＮＪＯＹ！
（8/6  ＧＯＧＯキャンプ）

マリンスポーツでＥＮＪＯＹ！
（8/6  ＧＯＧＯキャンプ）

スイカ割り
（8/4  日向保育所）

森林伐採は届け出を
　大切な森林を違法な伐採や無秩序
な開発から守るため、伐採届出書の
提出が法で義務付けられています。
　森林を自分で伐採するときは、伐
採する森林の所在市町村へ届け出ま
しょう。業者に伐採を依頼するときも
同様です。
■届出時期　伐採を始める90日から
30日前まで
■問い合わせ先
　産業振興課☎78-2926

こころサロン久慈を開催
　大切な人を自死（自殺）によって
失った経験をもつご遺族が集う場とし
て、こころサロン久慈（自死遺族交
流会）を開催します。
■日時
　８月30日（日）13：30～ 15：30
■場所　久慈地区合同庁舎
■対象　家族や親しい人を自死（自
殺）により亡くした人
■申込期限　８月26日（水）
■申し込み、問い合わせ先
　久慈保健所☎53-4987

シルバー110番特別相談デー
　岩手県高齢者総合相談センターは、
「シルバー 110番特別相談デー」を
開催します。高齢者やその家族を対
象として法律・医療・税金・年金・
介護への悩みなどに専門家が相談に
応じます。秘密は厳守します。

■日時
　９月19日（土）10：00～ 16：00
■問い合わせ先　岩手県高齢者総合
相談センター☎019-625-0110

県 職員の 採 用 試 験
■県職員採用Ⅱ種・Ⅲ種試験
【受付期間】インターネットまたは郵
送・持参…８月３日（月）～８月31
日（月）
【一次試験】９月27日（日）
【受験資格】①Ⅱ種S58.4.2～H2.4.1
生まれの人②Ⅲ種S63.4.2 ～ H4.4.1
生まれの人（大卒除く）
■警察官B
【受付期間】県職員Ⅱ･Ⅲ種と同じ
【一次試験】　　　同上
【受験資格】S55.4.2～H4.4.1生まれ
の人（大卒除く）
■問い合わせ先　岩手県人事委員会
事務局☎019-629-6241

岩手駐屯地を一般公開
　陸上自衛隊岩手駐屯地は、岩手駐
屯地一般公開・創立52周年記念行
事を開催します。
■日時　９月13日（日）
　8：30～ 15：00（雨天決行）
■場所　陸上自衛隊岩手駐屯地（滝
沢村一本木）
■主な内容　戦車の体験搭乗、駐屯
地音楽隊（太鼓部）による演奏、模
擬売店
■問い合わせ先　陸上自衛隊岩手駐
司令業務部☎019-688-4311
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不 妊 治 療 費を助 成
　県は、医療保険が適用されない特
定不妊治療を受けたご夫婦へ治療費
の一部を助成しています。
■内容　夫婦一組に対し、１回の治
療で15万円まで、１年度あたり２回
まで助成金を支給します。
　助成期間は、隔年や連続で通算5
年度までです。
■対象者　次の①～④をすべて満た
す人　①夫婦またはいずれか一方が
特定不妊治療（体外受精または顕微
授精）を開始した日以前から県内に
居住している②特定不妊治療以外の
治療法では妊娠の見込みがないか、
極めて少ないと医師が診断している
③夫婦の前年の所得合計額が730万
円未満④通算５年の交付を受けてい
ない（県外の地方公共団体からの助
成金の交付を含む。）　 
■対象治療　知事が指定した医療機
関で治療した、保険診療の適用とな
らない特定不妊治療。
■問い合わせ先
　久慈保健所☎53-4987

危 険 物 取 扱 者 試 験
■申込期間　8月24日～ 9月3日
■試験日　10月17日（土）
■場所　久慈市防災センター
■願書　久慈広域連合消防本部で配布
■問い合わせ先
　（財）消防試験研究センター岩手県
支部☎019-654-7006

キラッとのだとのだキラッとのだ

ちょっと

　 寄り
道

アジサイのある水辺空間…咲く中で色が変わる
アジサイは梅雨時期に咲き、「七変化」と呼ばれ、
花言葉は「移り気」です。水辺のアジサイは人
の心を和ませてくれます。

フリーダイヤル　0120-848584



お詫びと訂正

浅川町議会江田久男副議長が
自転車で来村（7/8）

浅川中学校生徒が乗船体験
（7/30）

村長に優勝報告！
（7/31  フェニックス優勝報告会）

歴 史 民 俗 講 演 会
　村の歴史を語る会は、村の歴史・
文化に関心を持ち、よりよい村づくり
に生かすため歴史民族講演会を開催
します。
■日時　９月20日（日）13：00～
■場所　野田村生涯学習センター
■対象　村民等100人程度
■受講料　無料（要予約）
■講師　九戸歴史民俗の会　会長　
酒井久男氏
■演題　「盛岡藩と八戸藩、戊辰戦
争と野田家」
■その他　講演会終了後、希望者で
懇親会を予定（会場　えぼし荘、バ
ス送迎有り、会費3千円、要予約）
■締め切り　９月５日（土）
■申し込み、問い合わせ先
　村の歴史を語る会事務局　廣内　
洋治☎0194-78-2721（Fax兼）

傾聴ボランティア養成講座
　久慈保健所は自殺予防対策として、
安心して相談し、支え合う地域づくり
を進めるため「傾聴ボランティア養
成講座」を開催します。
■期間　８月31日（月）～10月21日
（水）までの全６回
■場所　久慈地区合同庁舎など
■対象　久慈地区に居住し、同活動
に関心のある人（約30人）
■参加費　無料
■申込期限　８月26日（水）
■問い合わせ先
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戸籍の窓口
★お誕生おめでとう
　　野　﨑　珠　理（勇喜・幸）　北　区

♡いつまでもお幸せに
　　松　川　寿　樹　　　　　　 下泉沢
　　櫻　庭　享　子　　　　　　 秋田県

■ご冥福を祈ります
　　赤　坂　幸　三（77）　　　 間　明
　　下　向　　　登（81）　　　 玉　川
　　伏　場　冨　也（71）　　　 玉　川
　　小　野　冨　夫（91）　　　 下安家

人の動き
　　　男　　２,４０９　人 　（－ 5）
　　　女　　２,５１９　人 　（＋ 4）
　　　計　　４,９２８　人 　（－ 1）
　　世帯数　１,６８０世帯（± 0）
　　○村内の交通事故　人身事故　１件
　　　　　　　　　　　物損事故　２件
　　○救急車出動件数　　　　　　11件
　　　　　　　　　　（うち村外　３件）
　　○飲酒運転検挙者数　　　　　０人
　　（平成19年８月からの累計１人）

交通死亡事故ゼロ継続中
　　　　　３４６日（７月末現在）

駐在所だより
　８月は、お盆や野田観光まつりがある
ため、帰省客などで交通量が増加します。
交通事故が発生する危険性も高まります。
　歩行者や車両の運転手は、ともに危険
性を充分に認識し、事故に遭わない、事
故を起こさないよう気を付けましょう。
【問い合わせ先】
　久慈警察署野田駐在所 ☎78-2161

ほっとひといき
▼野田フェニックスが三陸学童野球で初
優勝。野球復活に期待▼マイマイガが終
息か、とりあえず安心▼７日、梅雨が明
けないまま「立秋」を迎えた。農作物へ
の影響を懸念　　　　　　　　　　 ナ

　久慈保健所☎53-4987

消防車のサイレンを使い分けます
　消防自動車が緊急時のサイレンを
９月１日から改めます。
「ウ～　カンカンカン」
　火災の現場に行くときは、「ウ～」
というサイレンの音に加えて、「カン
カンカン」という鐘の音を鳴らして走
行します。
「ウ～　ウ～　ウ～」
　救助・救急・警戒などの火災以外
の災害現場に行くときは、「ウーウー
ウー」というサイレン音だけを鳴らし
て走行します。
「カン・カ～ン」
　火が消えて消防署に戻るときは、
村民に安心感を与え鎮火したことを
お知らせするため、「カン・カ～ン」
という鐘の音だけを鳴らして走行しま
す。
■問い合わせ先　久慈広域連合消防
本部☎53-0119

しゅ　　　り

のだスナップ集

　広報７月号の６㌻「納税思想
の普及に尽力」の記事中「旭町
第３と玉川下村の納税貯蓄組合
は村納税貯蓄組合連合会大沢吉
雄会長が表彰状を贈呈した」の
誤りでした。お詫びして訂正し
ます。

７月受け付け分
（敬称略）

（

九戸郡野田村大字野田16ー20

ＴＥＬ 080-5220-5368

健康になるためのカイロプラクティック総合指導法
肩こり、腰痛でお悩みの方、悩み解消!!

＊カイロプラクティックとは、
背骨や骨盤の歪みを徒手によ
って矯正する治療法で、薬物
や手術を除く体操・食餌・物
理療法を含む治療法です

JCA 日本カイロプラクティック連合会
　　 全国健康生活普及会会員

カイロプラクター  北田幸二

電話予約電話予約して下さいして下さい電話予約して下さい 桜
庭
昇
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・絹ごし豆腐 ‥‥‥‥ １丁
・ナス ‥‥‥‥‥‥‥ ２本
・サラダ油 ‥‥‥‥‥ 少々
・ニンニク ‥‥‥‥‥ ２片
・タマネギ ‥‥‥‥‥ １個
・ひき肉 ‥‥‥‥‥‥300ｇ
・水 ‥‥‥‥‥‥ ３カップ
・カレールウ ‥‥‥ ６皿分
・万能ネギ ‥‥‥‥‥ 適宜
・ご飯 ‥‥‥‥‥‥ ４杯分

＜作り方＞
①豆腐は食べやすい大きさに切る。
ナスは１㎝の輪切りにする。カレ
ールウは細かく刻む。
②フライパンでサラダ油を熱し、ナ
　スの両面を焼き、取り出しておく。
③厚手の鍋に油を熱し、ニンニク・
タマネギを炒める。タマネギがし
んなりしたらひき肉を加えてさら
に炒める。肉の色が変わってきた
ら水を加えて煮る。
④火が通ったらいったん火を止め、
ルウを加えてよく溶かす。再び火
をつけ、豆腐・ナスを加えてとろ
みがつくまで煮詰める。
⑤万能ネギは小切りにし、盛り付け
　の際に散らす。

お豆腐となすの
カレーライス

●  材　料  ●（４人分）
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